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(2) 一般地域 

 

ア 駅周辺の商業地 

 

【景観形成の目標】 

○ 駅周辺などの業務・商業施設や公共公益施設が集まる市街地では、商業地のにぎわい

を連続させるとともに、都市の顔としての風格のある空間づくりを進めます。 

○ 景観資源を活用し、親しみがあり、愛着と魅力を感じるまち並みを形成します。 

○ 駅を中心とした商業・業務拠点地区にふさわしい、活力と利便性の高い景観づくりを

進めます。 

 

■駅周辺の商業地の位置 
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① 景観形成方針 

（景観法第８条第３項の良好な景観の形成に関する方針） 

駅周辺の商店街などにおいて、大規模建築物の建築を行う場合には、低層部のにぎわいを

連続させること､敷地の大規模性をいかして地域の人が楽しく買物ができる空間をつくるこ

とに配慮します。 

ア 低層部のにぎわいを連続させる。 

○壁面の位置や軒高をそろえます。 

○住宅の場合も、低層部は商業施設を誘導します。 

○駐車場などは地下式や建物内に組み込むなど、目立たないように工夫します。 

○ごみ置場などは、目立たない位置に配置し、又は植栽などにより修景します。 

イ 楽しく買物できる空間づくり 

○休憩スペースや小広場を確保します。 

○周囲のまちの特性をいかしたシンボル的な空間を配置します。 

○十分な駐輪・駐車スペースを確保します。 

ウ 周囲のまち並みとの調和 

○隣接する開発地や近隣の建物のデザインや色調との調和を図ります。 

 

② 景観形成基準 

（景観法第８条第２項第２号の良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項） 

ア 建築物の建築等 

届出対象行為 
建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様

替え又は色彩の変更 

届出規模 建築物の高さ≧20ｍ又は延べ面積≧3,000 ㎡ 

景
観
形
成
基
準 

配置 

・壁面の位置の連続性や軒高など、周辺のまち並みに配慮した配置とする。 

・敷地内や周辺に、歴史的な資源や残すべき自然などがある場合には、これらをいか

した配置とする。 

・周囲のまちの特性をいかしたシンボル的な空間を配置する。 

・十分な駐輪・駐車スペースを確保する。 

高さ 

・ 

規模 

・高さは、周辺建築物群のスカイラインとの調和を図り、著しく突出した高さの建築

物は避ける。 

・周辺からの見え方に配慮し、周辺の景観との一体性や調和を図る。 

形態 

・ 

意匠 

・ 

色彩 

・にぎわいのある景観とするため、建物に個性を与え、暖色系を基本とした外壁基本

色を推奨し、隣接する開発地や近隣の建物のデザインや色調との調和を図る。 

・外壁は、長大な壁面を避け、圧迫感の軽減を図る。 

・色彩は、色彩基準に適合させるとともに、周辺景観との調和を図る。 

・屋根・屋上に設備がある場合は、建築物と一体的に計画するなど、周囲からの見え方

に配慮する。 

・広告物は集約化し、効果的なものとする。また、落ち着いた色調とし、周辺との調和

を図る。 

・建築物に附帯する構造物や設備などは、建築物本体との調和を図る。 
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公開空地 

・ 

外構 

・ 

緑化等 

・壁面を後退し、オープンスペースを確保することで、隣接するオープンスペースと

の連続性を持たせる。 

・敷地内は、できる限り緑化を図り、周辺の緑と連続させる。また、屋上や壁面の緑化

を積極的に検討する。 

・緑化に当たっては、周辺の景観との調和を図るとともに、植物の良好な生育が可能

となるよう、植栽方法を工夫する。 

・夜間の景観を落ち着きあるものとし、過度な照明を使用しない。 

・外構計画は、敷地内のデザインのみを捉えるのではなく、隣接する敷地や道路など、

周辺のまち並みとの調和を図った色調や素材とする。 

 

■景観形成基準のイメージ 
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イ 工作物の建設等 

届出対象行為 
工作物の新設、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模

様替え又は色彩の変更 

工作物の種類と

届出規模 

煙突、鉄柱、装飾搭、記念塔、物見塔その他これに類す

るもの※ 
高さ≧20ｍ 

昇降機、ウォーターシュート、コースターその他これら

に類する工作物（回転運動をする遊戯施設を含む。） 高さ≧20ｍ又は 

築造面積≧3,000 ㎡ 製造施設、貯蔵施設、遊戯施設、自動車車庫（建築物で

あるものを除く。）その他これらに類するもの 

景
観
形
成
基
準 

規模 
・道路、駅から見たときに、圧迫感を感じさせないよう、長大な壁面の工作物は避け

る。 

形態 

・ 

意匠 

・ 

色彩 

・沿道から見たときに、周辺と調和する落ち着いた形態・意匠とする。 

・色彩は、色彩基準に適合させるとともに、周辺景観との調和を図る。 

※ 架空電線路用のもの、電気事業法第２条第１項第１７号に規定する電気事業者の保安通信設備用のもの

(擁壁を含む。)及び電気通信事業法第２条第５項に規定する電気通信事業者の電気通信用のものを除く。 

 

ウ 開発行為 

届出対象行為 
都市計画法第４条第１２項に規定する開発行為（主として建築物の建築又は特定工作

物の建設の用に供する目的で土地の区画形質の変更） 

届出規模 区画形質の変更面積≧3,000 ㎡ 

景
観
形
成
基
準 

土地利用 

・区画は、オープンスペースや緑地が連続的なものとなるようにする。 

・ゆとりある区画を確保し、歴史的な景観資源や残すべき景観資源がある場合は、こ

れらをいかした区画とする。 

造成等 ・地形の大幅な改変を避け、長大な擁壁や法面などが出現しないようにする。 

緑化 

・事業地内は、できる限り緑化を図り、周辺景観と調和した潤いのある空間を創出す

る。 

・緑化に当たっては、周辺と調和した樹種を選定する。 

 

  


